
Ｑ

Ｑ

と
は
難
し
い
こ
と
が
多
そ
う
だ
。

　
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
教
員
ご
と
に
評
価
基
準
が

異
な
り
、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
２
・
５
」
と
い
う

数
値
が
社
会
に
出
る
と
何
を
意
味
す
る

の
か
説
明
し
に
く
い
以
上
、
外
に
向
け

た
指
標
と
し
て
は
客
観
性
に
欠
け
る
。

学
生
に
と
っ
て
も
、
大
学
の
成
績
が
自

身
の
ど
ん
な
能
力
を
表
し
て
い
る
の
か

が
曖
昧
で
活
用
し
づ
ら
い
指
標
だ
。【
図

表
３
】
の
よ
う
に
、
社
会
で
は
思
考
力

な
ど
の
汎
用
的
能
力
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
は
そ
の

重
要
性
を
あ
ま
り
認
識
で
き
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
る
と
、

Ｇ
Ｐ
Ａ
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
授
業
評
価
を

統
合
し
た
指
標
だ
け
で
は
な
く
、
個
々

の
汎
用
的
能
力
を
可
視
化
し
た
情
報
も

提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
が
意
識
的
に

そ
の
能
力
を
伸
ば
す
よ
う
促
す
べ
き
だ

ろ
う
。

　
資
格
取
得
率
は
、
特
に
難
関
資
格
で

あ
れ
ば
教
育
力
を
推
し
量
る
指
標
に
は

な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
子
化
に
よ

り
大
学
間
競
争
が
激
化
す
る
と
、
看
護

な
ど
資
格
取
得
を
目
的
と
す
る
学
部
で

は
、
取
得
率
だ
け
で
は
大
き
な
差
が
つ

か
な
く
な
る
。
社
会
の
変
化
を
見
越
し

て
ど
ん
な
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
の

か
、
自
学
の
教
育
の
特
長
と
そ
の
成
果

A 

社
会
の
変
化
や
使
い
や
す
さ
を

考
え
る
と
、学
外
に
公
表
す
る
指

標
と
し
て
は
物
足
り
な
い
。

　
可
視
化
を
行
う
目
的
は
そ
れ
ぞ
れ

で
、
そ
の
目
的
に
適
し
た
指
標
で
あ
る

か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
、
指
標
単
体

で
よ
し
あ
し
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
さ
れ

ど
学
外
者
に
と
っ
て
は
、Ｇ
Ｐ
Ａ
や
資

格
取
得
率
と
い
っ
た
指
標
だ
け
で
は
、

そ
の
大
学
の
学
修
成
果
を
読
み
取
る
こ

可
視
化
の
方
法
は
？

【図表3】大学生と社会人、重視すべき能力のギャップ  
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特集●みんなで使おう！ 学修成果

意
識
」「
学
修
時
間
」
な
ど
の
間
接
評

価
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
学
修
行
動
が
明
ら
か
に
な
り
、
改

善
策
を
検
討
で
き
る
。
教
育
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
に
は
、
両
評
価
を

適
宜
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

A 

具
体
的
な
要
素
に
分
解
し
て

考
え
て
み
よ
う
。

　
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
は
、Ｄ
Ｐ

を
複
数
の
具
体
的
な
要
素
に
分
解
し
て

評
価
す
る
も
の
だ
。
京
都
光
華
女
子
大

学
短
期
大
学
部
は
１
つ
の
Ｄ
Ｐ
を
分
野

ご
と
に
２
つ
の
要
素
に
分
解
し
た
「
ミ

ド
ル
レ
ベ
ル
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
」

を
策
定
。
八
戸
工
業
大
学
は
Ｄ
Ｐ
の
属

性
と
し
て
、
20
の
修
得
因
子
を
定
義
し

て
い
る
。

　
ま
た
は
、い
っ
た
ん
Ｄ
Ｐ
か
ら
離
れ
、

「
本
学
の
教
育
で
学
生
は
、○
○
の
能
力

が
伸
び
て
い
る
」
と
い
う
学
内
の
肌
感

覚
を
基
に
そ
れ
が
正
し
い
か
検
証
し
、

そ
の
う
え
で
Ｄ
Ｐ
を
見
直
す
方
法
も
あ

る
。
長
年
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
学
修
成

果
の
可
視
化
を
支
援
し
て
き
た
東
京
工

業
大
学
の
岡
田
准
教
授
は
、
こ
の
方
法

を
「
遠
回
り
に
見
え
る
が
、
卒
業
時
に

備
え
る
べ
き
能
力
を
言
語
化
す
る
過
程

で
、
学
生
の
ど
ん
な
力
を
育
て
、
そ
の

た
め
に
ど
ん
な
教
育
を
す
る
の
か
と
い

う
根
本
的
な
こ
と
を
全
学
で
考
え
る
よ

い
き
っ
か
け
に
な
る
」と
勧
め
て
い
る
。

A 

全
学
的
な
可
視
化
を
進
め
る

過
程
で
必
然
的
に
つ
く
る
こ
と
に
。

　
文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば
ア
セ
ス
メ
ン

ト
・
ポ
リ
シ
ー
と
は
「
学
生
の
学
修
成

果
の
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い

て
、
そ
の
目
的
、
達
成
す
べ
き
質
的
水

準
お
よ
び
具
体
的
実
施
方
法
な
ど
に
つ

い
て
定
め
た
学
内
の
方
針
」
の
こ
と
。

言
っ
て
み
れ
ば
、「
何
を
用
い
て
測
定

す
る
か
」
を
整
理
し
た
見
取
り
図
だ
。

私
立
大
学
は
私
学
助
成
配
分
の
評
価
項

目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
整
備
し

て
い
る
大
学
は
ま
だ 

     ＊
２
割
以
下
だ
。

　
全
学
的
に
可
視
化
を
行
う
と
、
ど
の

項
目
を
ど
ん
な
方
法
で
評
価
す
る
か
お

の
ず
と
整
理
が
進
む
は
ず
。
３
つ
の
ポ

リ
シ
ー
と
は
異
な
り
、
時
々
刻
々
見
直

さ
れ
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
。

（株）ベネッセｉ－キャリア
教育事業本部 
大学営業部部長

風間直樹

が
終
始
し
、
可
視
化
が
進
ま
な
い
場
合

も
あ
る
だ
ろ
う
。文
部
科
学
省
で
は「
学

修
成
果
」
だ
が
、
認
証
評
価
機
関
の
う

ち
、大
学
基
準
協
会
と
大
学
改
革
支
援
・

学
位
授
与
機
構
は「
学
習
成
果
」を
使
っ

て
い
る
。
２
０
１
２
年
８
月
に
中
央
教

育
審
議
会
が
発
表
し
た
、い
わ
ゆ
る「
質

的
転
換
答
申
」
で
は
、
大
学
設
置
基
準

上
、
大
学
で
の
学
び
は
「
学
修
」
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
学
で
の
学
び
の

本
質
は
、「
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
、

実
技
等
の
授
業
時
間
と
と
も
に
、
授
業

の
た
め
の
事
前
の
準
備
、
事
後
の
展
開

な
ど
の
主
体
的
な
学
び
に
要
す
る
時
間

を
内
在
し
た
『
単
位
制
』
に
よ
り
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
」
と
あ
る
。

　
こ
れ
に
倣
う
な
ら
ば
、「
学
修
成
果
」

は
授
業
以
外
の
時
間
も
含
め
、
単
位
取

得
に
結
び
つ
く
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
総

体
と
し
て
の
成
果
、「
学
習
成
果
」
は
、

単
位
と
は
直
接
関
係
の
な
い
学
び
（
資

格
試
験
の
対
策
な
ど
）
の
成
果
、
あ
る

い
は
「
問
題
解
決
学
習
」「
体
験
学
習
」

と
い
っ
た
単
体
の
学
習
手
法
を
論
じ
る

と
き
の
成
果
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
し
現
場
で
厳
密
な
使
い
分
け
が

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
可
視

化
の
効
果
を
左
右
す
る
も
の
で
も
な

い
。
本
誌
で
は
「
学
修
成
果
」
で
統
一

し
て
い
る
。

を
可
視
化
し
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
他

大
学
と
差
別
化
が
図
れ
る
。

　
就
職
率
は
空
前
の
売
り
手
市
場
の
中

で
は
指
標
に
な
ら
な
い
。【
図
表
３
】

で
示
し
た
よ
う
な
社
会
人
が
重
視
す
る

力
が
付
い
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
、

併
せ
て
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　【
図
表
４
】
は
、
可
視
化
の
目
的
と

適
す
る
測
定
手
法
を
整
理
し
た
も
の
。

大
学
で
育
て
る
能
力
は
１
つ
の
指
標
で

測
れ
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
の
で
、
場

合
に
応
じ
て
複
数
の
手
法
を
組
み
合
わ

せ
て
使
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

A 

「
学
修
」
＝
単
位
取
得
に
結
び

つ
く
学
び
。「
学
習
」
＝
単
位
取
得

に
関
係
し
な
い
学
び
も
含
む
。

　
学
修
か
、
学
習
か
？ 

だ
け
で
議
論

汎用的能力

学部の専門知識

英語４技能

ＰＣスキル

＊ベネッセコーポレーション「社会で活躍するために必要な能力調査」（2019年）
　2019年3月実施、インターネット調査。対象は、大学生、社会人それぞれ1031人

大学生
社会人

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

社会で活躍する
人の考え方や行動

高校までに習った
教科学力

大学を卒業するまでに
身に付けるべき能力（最
も重視するもの）を比較

A 

直
接
評
価
は
客
観
的
評
価
、間

接
評
価
は
主
観
的
評
価
。

　【
図
表
５
】
は
分
類
の
一
例
だ
。
客

観
的
な
能
力
値
、
集
団
の
中
で
の
位
置

を
示
す
に
は
、
外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な

ど
の
直
接
評
価
が
欠
か
せ
な
い
。
し
か

し
直
接
評
価
で
は
、
あ
る
能
力
値
が
低

い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
も
、
そ
の

原
因
ま
で
は
探
れ
な
い
。「
学
び
へ
の

＊大阪大学山下仁司
  「改めて、大学での学修成果の
  評価を考える」（2017）　

口頭試問

パフォーマンス評価

期末の
ペーパーテスト

ミニッツペーパー、
リフレクションカード

外部アセスメント

外部アセスメント

授業内
ルーブリック評価

DP達成度ルーブリック、
ポートフォリオ

卒論・卒研学内の学生行動調査
アンケート・図書館利用率など

学生同士の
ピア評価

出席点

宿題・レポート

宿題・レポートの
アンケート

授業評価アンケート、
DPの身に付き度合い

就職率・国家資格
合格率など

外部卒業生調査

卒業生調査

（企業などからの学生評価）

 （満足度・成長感等）

（認知能力）

【図表4】学修成果の測定のための「情報源」 

個別授業成果

教
育
成
果
を
測
る

学
生
を
評
価
す
る

カリキュラム成果

学生の自己評価：
満足度・成長感・主体的行動等

かざまなおき●入社以来、高校・大
学の教育改革支援を担当。近年は、
学修成果の可視化や高大接続に
関する大学向け講演会、勉強会を
多数実施。

OPINION

学
ぶ
と
働
く
を
つ
な
ぐ
学
修
成
果
と
は
？

大
社
接
続
の
視
点
か
ら
見
る
可
視
化

　2019年４月22日、経団連から「学修成果」を考える
にあたって、注目したい提言がなされました。「採用と大
学教育の未来に関する産学協議会中間とりまとめと
共同提言」です。この中で、「Society5.0時代に求め
られる人材と大学教育」が発表されています【図表１】。
経済界と大学が、人材育成の共通言語を作ろうと対
話し、共同提言がなされたことは、画期的なことです。
　この共同宣言を読み解く上でのポイントは２つあり
ます。１つ目は、忍耐力やリーダーシップといったコンピ
テンシーよりも、論理的思考力・規範的判断力、課題
発見・解決力等の能力・リテラシーが中心に据えられ
ている点です。今回、大学教育でこそ育まれている思
考力や判断力が注目されたことは、大学にとって大き
な意味を持ちます。
　２つ目は、専門教育を通じて育まれる能力、リベラル
アーツ教育が中心に置かれた点です。専門的知識・
スキルは卒業後、アップデートすることが求められます
が、学び続けるために必要な専門教育のベースとなる
能力の重要性が高まったと言えましょう。つまり、大学
教育における学問的なアプローチによって育んできた
汎用的能力そのものが、Society5.0時代に求められ
る人材であると定義されたのです。
　大学の学修成果は、大きくは「学位プログラム単位
で保証すべき力」と、「大学全体で保証すべき力」の２
つに分けられます【図表２】。今回の共同提言で求め
られる人材像は、まさに大学全体で保証すべき力、汎
用的スキルと一致しています。学修成果の可視化が
進んでいるアメリカでは、ＣＬＡ＊という標準テストを利
用し、批判的思考力、問題解決力、分析推理力、文
章表現力を学修成果として評価しています。「大学は
就職予備校ではない」という声を伺うことがあります
が、大学全体で保証すべき力、思考力や判断力など

の学修成果が可視化されていけば、今後このような
話は消えていくのではないでしょうか。

　一方で学修成果の可視化を進めるにあたっては、
企業側の課題もあります。【図表１】で示されたような
人材像の能力を、新卒採用でどのように評価するの
か、という点です。
　弊社で行っている「採用基準」に関する研究結果
では、実際企業は採用時に、面接官からの質問に対
する学生の「即応力」を重視する傾向があるようで
す。大学で面接の練習など、いわゆる就活対策が盛
んに行われるゆえんです。また、企業側からすると、大
学教育で培われる「熟考力」を評価すること自体が難
しいなどの意見もあります。
　そんな中、2019年３月に日本私立大学連盟から、

「大学がポートフォリオ等を活用して学修成果を可視
化し、それを企業が新卒採用で評価すること」（「新た
な時代の就職・採用のあり方と大学教育」）という提
言がなされました。大学、企業双方でこれが進めば、
学生の就活＝３年生での就活対策ではなくなります。
学生は大学入学後の経験や学びの蓄積、修得した
能力やスキルを証明することを通じて自分に合う企業
を見つけやすくなります。つまり、大学での教育成果が
正しく評価されるようになるのです。
　このように学修成果の信頼性を高めるための取り
組みは、自学の教学マネジメントはもとより、学修者自
身の学びの質・意欲を高め、彼らの進路実現のため
にも不可欠と言えるのではないでしょうか。

大学・企業の人材育成共通キーワードは
「思考力」と「判断力」

学修成果の信頼性が企業の採用を変え
学修者の進路実現につながる

（％）

         Society5.0時代に
求められる人材と大学教育

（
Ｐ
．12
に
続
く
）

論理的思考力と規範的判断力
リベラルアーツ教育を通じて涵養

課題発見
・解決力

未来社会の
構想・設計力

忍耐力やリーダーシップ、チームワーク、学び続ける力など

リテラシー
数理的推論・データ分析力、論理的文章表現力、

外国語コミュニケーション力 など

論理的思考力と規範的判断力をベースに
社会システムを構想する力を備えた人材

高度専門職に必要な知識と能力

相互に関連

Ｇ
Ｐ
Ａ
や
資
格
取
得
率
、

就
職
率
で
は
だ
め
な
の
？

「
学
修
成
果
」「
学
習
成

果
」は
何
が
違
う
？

POINT

自
学
な
ら
で
は
の
教
育
の
成
果
は
、

G
P
A
だ
け
で
は
測
れ
な
い
。

学位プログラム

知識・技能（基礎学力）

汎用的スキル
（・＝・思考力）

専門知識

卒論
DP

AP

大
学
の
学
修
成
果

学位プログラム
単位で保証すべき力

大学全体で
保証すべき力

＊アメリカのCouncil for Aid to EducationによるCollegiate Learning Assessment

【図表１】

【図表2】 大学の学修成果


